
 

 

 

 

 

 

 

 

子育てサロン鞍手龍徳高校 

目的： 子育て中の保護者と将来の「親」の学びあい 

実施主体： 宮若市社会教育課、鞍手龍徳高校、子育てサロン 

経緯： 高等学校で子育てサロンを開催したいと考えていた地域活動指導員と、「福祉

ボランティア入門」の授業で、生徒と、乳幼児とその保護者との交流を考えてい

た高校教諭との出会い。（「宮若子ども家庭支援ネットワーク」を介して） 

プログラム作成の視点： 常に③の３者が、提案し合って内容を考えていくことを重視。

３者の「雑談」を大切にしている。 

成果：高校生と接することで、我が子の「今」をより大切に感じるようになった保護者。 

   乳幼児とその保護者と接することで、「親は子どもと共に成長する」と感じた高

校生。 

   保護者の感想を聞いたことで、生徒を違う角度から見ることができた教諭。 

   本当の成果は 10 年後、20 年後に… 

問合せ先： ８２３－００１１ 宮若市宮田６－１ 

宮若市教育委員会 社会教育課 社会教育・文化振興係 

TEL：０９４９－３２－３２１０ FAX：０９４９－３２－０７１３ 

親育ち講座 ＮＰプログラム「完璧な親なんていない」 ママ’Ｓ Ｃａｆｅ 

目的： 参加者の目標 

・子どもの健康や安全、しつけについて、もっと学ぶ。 

・すでに持っている子育てのスキルを高め、新たなスキルを学び練習する。 

・自分自身のもつ強みや能力を認識することによって、親としての自尊心や自身を

高める。 

・学習しながら他の親と出会い、くつろいだり、楽しんだりする。 

・他の親とのつながりを作り、お互いを、助けとサポートの資源とみなし始める。 

  （親同士は互いに助けあえるものなのだとわかる） 

実施主体： 宮若市社会教育課 

内容： ０歳から５歳までの子どもを育てる親を支援するためのカナダ生まれのプログ

ラム、「ＮＰ（Nobody's Perfect）プログラム」。意味は「完璧な親なんていない」

ということ。  

Ⅲ 家庭教育  

「子どもや親の育ちを支援する“場作り”」 

 

宮若市教育委員会 元地域活動指導員 荒牧 直子 

 



・参加者中心のアプローチ 

・０歳～５歳までの子を持つ親対象 

（Ｈ２４年度１４人、Ｈ２５年度１５人参加） 

・１回２時間、毎週 1回、８回連続 

・親子分離 一時保育をつける 

・資格のあるＮＰファシリテーターがプログラムを進行 

お母さんが抱えている悩みや関心事をグループで話し合うことで、余裕を持って我

が子と向き合えたり、自分にあった子育ての方法を見つける過程から、お母さんは

変わっていく。 

問合せ先： ８２３－００１１ 宮若市宮田６－１ 

宮若市教育委員会 社会教育課 社会教育・文化振興係 

TEL：０９４９－３２－３２１０ FAX：０９４９－３２－０７１３ 

 

ベビーとママの子育てが楽しくなる講座 はじめのはじめのいっぽ 

目的： 参加者やスタッフとのかかわりを通して自分なりに赤ちゃんとの生活の一歩を

踏み出せるという見通しを持てるようになることをめざす。 

・育児不安の軽減 

産後のストレスの最も高い時期に、人とつながり、ベビーマッサージなどを通し

てわが子をいつくしむことで、育児に対する不安を少しでも取り除く。母子が一

緒にいるこ とが幸福で楽しいことになる土台を作る。 

・外出への動機づけ 

この講座に参加するという目的で、密室育児から外出を動機づけ、グループワー

ク→自主グループ化→地域資源との連携という流れの手がかりをつくる。 

・出会いの場の提供 

  親たちに出会いの場を提供し、親同士が助け合い、友だちになれる場をつくる。 

・母子および母親同士のコミュニケーションの促進 

 母子の愛着形成を育み、母子ともにコミュニケーションの力をつける。 

実施主体： 宮若市子育て・人権課 

連携： 子育て・人権課、社会教育課、保健センター、子育て支援センターなどの連携 

予算： 福岡県児童虐待防止対策強化事業補助金で実施 

内容：・第一子２～４ヶ月（プログラム開始時）乳児母子対象 

・母子同室３～１２組  

Ｈ２３年度より６回実施（３回／年ペース）合計５９組参加 

・毎週 1回２時間６週連続 

・実技（ベビーマッサージ、あやし歌）とグループワーク（おしゃべり） 

・授乳・ティータイムあり。母体にやさしく食育を兼ねた「おやつ」 

・リーダーを中心とした４～６人チームで実施 



    「泣きやまないときどうしてる？」といった、素朴な質問などを小さなグルー

プを作って話し合い、意見を出し合いながらくつろいだ雰囲気の中、スタッ

フと一緒になって考えていく。親子で触れ合える、ベビーマッサージやあや

し歌なども人気。育児書やウェブ上の情報だけではない、実体験するからこ

そ我が子と自身の力に気づくことができる、プログラム。 

問合せ先： ８２３－００１１ 宮若市宮田２９－１ 

宮若市 子育て・人権課 子育て支援グループ 

TEL：０９４９－３２－０５１７ FAX：０９４９－３２－９３７９ 

 

 

 

 

    

 

 

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


